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中間年において、実績値に基づく見直しを行った結果、平成 30 年

度と平成 31 年度の計画数値を変更いたします。 

第２節 教育・保育給付の需要量と確保方策 

市内に居住する子どもの教育・保育給付の需要量と確保方策は、以下の通りで

す。 

 

■１号認定（認定こども園・幼稚園）【３歳以上】 

平成 30 年度においては、1 号認定の需要量は 501 人となり、確保方策は 810

人と上回っているため、供給不足は生じないと考えられます。現状を維持しつつ、

実際のニーズに応じて提供体制を確保していきます。 

 

単位（人） 

平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

1 号 1 号 1 号 1 号 1 号 

需要量① 

520 

（（（（569569569569））））    

499 

（（（（594594594594））））    

474 

（（（（545545545545））））    

438 

→ 501501501501 

428 

→ 490490490490 

確保方策② 

840 

（（（（810810810810））））    

840 

（（（（810810810810））））    

840 

（（（（810810810810））））    

840 

→ 810810810810 

840 

→ 810810810810 

不足① - ② 

▲ 320 

（▲（▲（▲（▲241241241241））））    

▲ 341 

（▲（▲（▲（▲216216216216））））    

▲ 366 

（▲（▲（▲（▲265265265265））））    

▲ 402 

→ ▲▲▲▲309309309309 

▲ 412 

→ ▲▲▲▲320320320320 

    ※上段＝計画値、下段＝実績値                 ※上段＝計画値、下段＝計画見直し  

 

■２号認定（認定こども園・保育園）【３歳以上】 

平成 30 年の需要量に対して、確保方策の方が上回っており、現在の施策を継

承しつつ、実際のニーズに応じて提供体制を確保していきます。 

 

単位（人） 

平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

2 号 2 号 2 号 2 号 2 号 

需要量① 

342 

（（（（320320320320））））    

328 

（（（（299299299299））））    

311 

（（（（300300300300））））    

288 

→ 269269269269 

281 

→ 263263263263 

確保方策② 

371 

（（（（381381381381））））    

371 

（（（（381381381381））））    

371 

（（（（381381381381））））    

371 

→ 381381381381 

371 

→ 330330330330 

 

特定教育・保育施設 

274 

（（（（284284284284））））    

274 

（（（（284284284284））））    

274 

（（（（284284284284））））    

274 

→ 284284284284 

274 

→ 224224224224 

認可外保育施設 

97 

（（（（97979797））））    

97 

（（（（97979797））））    

97 

（（（（97979797））））    

97 

→ 97979797 

97 

→ 106106106106 

不足① - ② 

▲ 29 

（▲（▲（▲（▲61616161））））    

▲ 43 

（▲（▲（▲（▲82828282））））    

▲ 60 

（▲（▲（▲（▲81818181））））    

▲ 83 

→ ▲▲▲▲112112112112 

▲ 90 

→ ▲▲▲▲67676767 

   ※上段＝計画値、下段＝実績値             ※上段＝計画値、下段＝計画見直し 

※当初計画にあった「教育ニーズ」・「その他」の区分については、中間見直し時点においては

必要ないため一括で整理する。 
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■３号認定【０歳】（認定こども園・保育園） 

需要量２４人に対し、確保方策は 24 人でありニーズには対応できると考えら

れます。現在の施策を維持しつつ、実際のニーズが高いことから、さらなる提供

体制を確保していきます。 

 

単位（人） 

平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

３号 ３号 ３号 ３号 ３号 

需要量① 

22 

（（（（14141414））））    

22 

（（（（13131313））））    

21 

（（（（16161616））））    

20 

→    24242424    

20 

→    24242424    

確保方策② 

24 

（（（（24242424））））    

24 

（（（（24242424））））    

24 

（（（（24242424））））    

24 

→    24242424    

24 

→    36363636    

 

特定教育・保育施設 

24 

（（（（24242424））））    

24 

（（（（24242424））））    

24 

（（（（24242424））））    

24 

→    24242424    

24 

→    36363636    

認可外保育施設 

0 

（（（（0000））））    

0 

（（（（0000））））    

0 

（（（（0000））））    

0 

→    0000    

0 

→    0000    

不足① - ② 

▲ 2 

（▲（▲（▲（▲10101010））））    

▲ 2 

（▲（▲（▲（▲11111111））））    

▲ 3 

（▲（▲（▲（▲8888））））    

▲ 4 

→    0000    

▲ 4 

→    ▲▲▲▲12121212    

※上段＝計画値、下段＝実績値             ※上段＝計画値、下段＝計画見直し 

 

 

■３号認定【１・２歳】（認定こども園・保育園） 

需要量は 136 人、確保方策は 154 人で、供給不足は生じないと考えられま

す。現在の施策を維持しつつ、実際のニーズに応じて提供体制を確保していきま

す。 

 

単位（人） 

平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年 

３号 ３号 ３号 ３号 ３号 

需要量① 

150 

（（（（155155155155））））    

146 

（（（（135135135135））））    

143 

（（（（139139139139））））    

140 

→ 136136136136 

135 

→ 132132132132 

確保方策② 

154 

（（（（154154154154））））    

154 

（（（（154154154154）））） 

154 

（（（（154154154154）））） 

154 

→ 154154154154 

154 

→ 146146146146 

 

特定教育・保育施設 

122 

（（（（122122122122））））    

122 

（（（（122122122122）））） 

122 

（（（（122122122122）））） 

122 

→ 122122122122 

122 

→ 114114114114 

認可外保育施設 

32 

（（（（32323232））））    

32 

（（（（32323232）））） 

32 

（（（（32323232）））） 

32 

→ 32323232 

32 

→ 32323232 

不足① - ② 

▲ 4 

（（（（1111））））    

▲ 8 

（▲（▲（▲（▲19191919））））    

▲ 11 

（▲（▲（▲（▲15151515））））    

▲ 14 

→ ▲▲▲▲18181818 

▲ 19 

→ ▲▲▲▲14141414 

※上段＝計画値、下段＝実績値             ※上段＝計画値、下段＝計画見直し 

 

 

 



3 

 

第３節 地域子ども・子育て支援事業の需要量と確保方策 

市内に居住する子どもの地域子ども・子育て支援事業の需要量と確保方策は、

以下の通りです。 

 

１ 利用者支援事業（新規） 

利用者支援事業は、子どもとその保護者が、保育園などの教育・保育施設の利

用や、一時預かりなど地域子育て支援事業などの中から適切なものを選択し、円

滑に利用できるように身近な場所で支援を行う事業です。 

本市では、すでに各施設等において相談事業は実施しており、計画期間中に新

規の当事業の実施はしませんが、現状の相談事業を充実させることで、利用者の

円滑なサービス利用を支援していきます。 

 

２ 子育て支援センター（地域子育て支援拠点事業） 

子育て支援センターは、乳幼児のいる子育て中の親子の交流や育児相談、情報

提供などを身近な場所で実施する事業です。 

現在、子育て支援センター「ひまわり」と「どんぐり」で実施していますが、

引き続き、事業を実施していきます。 

（人／月） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

3,166 

（（（（2,4942,4942,4942,494））））    

3,091 

（（（（2,5442,5442,5442,544））））    

3,020 2,941 2,854 

確保方策 

2 か所 

（（（（2222 か所）か所）か所）か所）    

2 か所 

（（（（2222 か所）か所）か所）か所） 

2 か所 2 か所 2 か所 

※上段＝計画値、下段＝実績値 

 

３ 妊婦健康診査 

妊婦健康診査は、妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に対する健康診

査として、①健康状態の把握、②検査計測、③保健指導を実施するとともに、妊

娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。 

現在、受診する妊婦に対して、14 回の助成を行っていますが、安全で安心な

出産のために、引き続き 14 回の助成を推進していきます。 

 

（人回／年） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

3,668 

（（（（3,5413,5413,5413,541））））    

3,612 

（（（（2,9912,9912,9912,991））））    

3,500 3,388 3,304 

確保方策 

3,668 

（（（（3,6683,6683,6683,668））））    

3,612 

（（（（3,6123,6123,6123,612））））    

3,500 3,388 3,304 

※上段＝計画値、下段＝実績値 
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４ こんにちは赤ちゃん事業（乳児家庭全戸訪問事業） 
 

こんにちは赤ちゃん事業（乳児家庭全戸訪問事業）は、生後４か月までの乳児

がいる全家庭を保健師・助産師・看護師・保育士等が訪問し、不安や悩みを聞き、

子育て支援に関する情報提供や助言を行う事業です。 

引き続き、乳児のいる全家庭に対し、実施していきます。 

 

（人／年） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

262 

（（（（108108108108））））    

258 

（（（（100100100100））））    

250 242 236 

確保方策 

262 

（（（（262262262262））））    

258 

（（（（258258258258））））    

250 242 236 

※上段＝計画値、下段＝実績値 

 

５ 養育支援訪問事業 

養育支援訪問事業は、養育支援が特に必要な家庭を保健師・助産師・看護師・

保育士等が訪問して、養育に関する指導や助言を行い、保護者の養育能力を向上

させるための相談支援などを行う事業です。 

本市では、新制度における当事業は実施していませんが、保健師の訪問による

相談支援を行っており、引き続き支援を実施していきます。 

 

６ 子育て短期支援事業 

子育て短期支援事業は、短期入所生活援助（ショートステイ）事業と夜間養護

等（トワイライトステイ）事業があります。 

ショートステイは、保護者が、疾病・疲労などの身体上・精神上・環境上の理

由により子どもの養育が困難となった場合等に、児童養護施設などの保護を適切

に行うことができる施設において養育・保護を行う事業です。 

トワイライトステイは、平日の夜間又は休日に不在となり、児童の養育が困難

となった場合等の緊急の場合に、児童養護施設など保護を適切に行うことができ

る施設において児童を預かる事業です。 

アンケートからは、ニーズは見られませんでしたが、今後、ニーズが生じた場

合に、実施体制の確保に努めます。 
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７ 子育てサポートセンター（子育て援助活動支援事業） 

子育てサポートセンター（ファミリー・サポート・センター）は、子どもの預

かり等の援助を受けることを希望する人と、援助を行うことを希望する人との相

互援助活動に関する連絡・調整を実施する事業です。 

計画に記載する事業量としての就学児童の需要量については、アンケートから

はニーズが見られませんでしたが、本市では、就学児童も利用可能であり、需要

があった場合の提供体制は整っており、引き続き支援を実施していきます。 

 

８ 一時預かり事業 

一時預かり事業は、乳幼児について、主に昼間に保育園その他の場所において、

一時的に預かる事業です。保育園で実施していますが、新制度では、幼稚園の預

かり保育もこの区分となります。 

市内認定こども園、保育園等で、ニーズに応じた受入れを行っていきます。 

 

（人／年） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

幼稚園 

38,601 

（（（（21,13321,13321,13321,133））））    

36,976 

（（（（27,11327,11327,11327,113））））    

35,133 32,497 31,707 

保育園 

3,240 

（（（（1,4801,4801,4801,480））））    

3,240 

（（（（1,4201,4201,4201,420））））    

3,240 3,240 3,240 

確保方策 

幼稚園 

41,160 

（（（（41,16041,16041,16041,160））））    

41,160 

（（（（41,16041,16041,16041,160））））    

41,160 41,160 41,160 

保育園 

3,240 

（（（（3,2403,2403,2403,240））））    

3,240 

（（（（3,2403,2403,2403,240））））    

3,240 3,240 3,240 

※上段＝計画値、下段＝実績値 

 

９ 延長保育事業 

延長保育事業は、11 時間以上の開所時間で保育を行う事業です。 

現在、２か所の私立保育園で実施しており、引き続き実施していきます。 

 

（人日／月） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

39 

（（（（29292929））））    

38 

（（（（38383838））））    

37 35 34 

確保方策 

70 

（（（（70707070））））    

70 

（（（（70707070））））    

70 70 70 

※上段＝計画値、下段＝実績値 
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10 病児保育事業 

病児保育事業は、子どもが急な病気となった場合、病院・保育園等に付設され

た専用スペースなどで看護師等が一時的に保育する事業、及び保育中に体調不良

となった児童を保育園の医務室等において看護師等が緊急的な対応を行う事業

です。 

本市では、当事業は現在実施していませんが、病後児保育事業については、平

成 31 年度での実施を目指し、検討していきます。 

 

（人／年） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

705 

（（（（0000））））    

705 

（（（（0000））））    

705 705 705 

確保方策 

0 

（（（（0000））））    

0 

（（（（0000））））    

0 0 939 

※上段＝計画値、下段＝実績値 

 

11 放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業） 

放課後児童クラブは、共働き家庭など留守家庭の小学校に就学している児童に

対して、学校の余裕教室、公民館などで、放課後に適切な遊び、生活の場を与え

て、その健全育成を図る事業です。 

新制度では、利用対象児童が小学校６年生までに拡大されることをふまえ、本

市においても小学校６年生までの受入れを行っていきます。 

 

低学年（小学１～３年生） 

（人／月） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

136 

（（（（205205205205））））    

134 

（（（（216216216216））））    

133 

→ 212212212212 

135 

→ 216216216216 

129 

→ 206206206206 

確保方策 

140 

（（（（140140140140））））    

140 

（（（（140140140140））））    

140 

→    170170170170 

140 

→ 170170170170 

140 

→ 170170170170 

※上段＝計画値、下段＝実績値     ※上段＝計画値、下段＝計画見直し 

 

高学年（小学４～６年生） 

（人／月） 

  27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

需要量 

54 

（（（（34343434））））    

54 

（（（（31313131））））    

53 

→    31313131 

54 

→ 31313131 

52 

→ 31313131 

確保方策 

60 

（（（（60606060））））    

60 

（（（（60606060））））    

60 

→ 30303030 

60 

→ 30303030 

60 

→ 30303030 

※上段＝計画値、下段＝実績値     ※上段＝計画値、下段＝計画見直し 
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12 実費徴収に係る補足給付を行う事業（新規） 

実費徴収に係る補足給付を行う事業は、特定教育・保育等を受けた場合に係る

日用品や文房具その他教育・保育に必要な物品の購入に要する費用または特定教

育・保育に係る行事への参加に要する費用の全部または一部を、所得に応じて助

成する事業です。 

本市では、国の指針等に基づき、状況をふまえ対応します。 

 

13 多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業（新規） 

多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業は、新規参入事業者

に対する相談・助言等巡回支援や、私学助成（幼稚園特別支援教育経費）や障害

児保育事業の対象とならない特別な支援が必要な子どもを認定こども園で受け

入れるための職員の加配を促進するための事業です。 

本市では、国の指針等に基づき、状況をふまえ対応します。 

 

 

 


